
令和８年５月２０日 

国風第一幼稚園 

令和７年度 自己評価並びに学校関係評価報告書 

１．本園の教育目標 

①自分のことは自分でできること 

②「おはよう」の挨拶ができること 

③「ありがとう」と、すぐにお礼を言えること 

④人の目を見て、しっかりとお話を聞けること 

⑤自分の思ったことを、言葉で伝えられること 

集団生活を通して、幼児一人ひとりの自主性を育み、豊かな心や望ましい生活習慣を身につけ

るとともに、人との関わりに向かう意欲や態度を培います。 

また、環境を通じて丈夫な体を育て、「素直な心」「くじけない心」「優しい心」「思いやりのある心」

など、人として大切な心を育むことができるよう、バランスのとれた保育・教育活動を目指します。 

 

２．令和７年度重点的に取り組んだ目標・計画 

 令和７年度は、園児の健康管理および熱中症対策を最優先課題とし、運動会を初めて１１月に体育館

で開催いたしました。これに伴い、音楽発表会を１２月、お遊戯会を２月、国風こどもまつりを９月へ移行

するなど、年間行事日程の再編を行いました。 

従来とは異なる年間行事の流れとなったことから、計画段階において課題が生じる場面もありましたが、

「子どもたちが主体的に楽しめる行事」の実現を第一に掲げ、職員一丸となって運営に努めました。 

また、園からの手紙類については、メール配信の活用を進めるなど、園務の効率化にも段階的に取り

組みました。 

３．評価項目の達成及び取組み状況 

 評価項目 取り組み状況 

1 保育の計画性 

（指導計画の作成） 

行事をはじめとする日常の保育において、「前例踏襲」に終始するのでは

なく、園の方針を再確認し、その趣旨に合致しているかを常に検証しなが

ら、保育の質の向上に努めてきた。 

 今後も、個々の子どもの実態を深く捉え、一人ひとりに適した最善の保育

を追求していく。 

2 研修と研究 

（研修・研究へ意欲・態度） 

園内研修では、教員同士による公開保育と事後の意見交換会を通じて、

保育者が自らの実践を客観的に省察する機会を継続して設けている。 

 園外研修では、全教員が年間２つ以上の外部研修を主体的に選択し、専

門性の向上に努めた。今後は、園外研修で得た知見を全職員で効果的に

共有・蓄積し、組織全体の保育の質向上へ還元するための仕組みづくりを、

引き続き検討していく。 



3 地域や自然や社会と

の関り 

（小学校との連携） 

今年度は児玉小学校からの招聘を受け、２月に年長児全員が交流会に

参加した。本園は園児数が多く、引率等の課題から、これまで園側から積極

的に打診することを控えていた経緯があったが、今回の実施により、子ども

たちが小学生との触れ合いを心から楽しむ姿が見られた。 

 この交流を通して、就学に対する期待感や意欲が大きく高まったことが確

認できた。今後も小学校との連携を密にし、園児が小学校生活へ円滑に移

行できるよう、接続プログラムの充実を図っていきたい。 

 

４.幼稚園評価の具体的な目標の総合的な評価結果 

 本年度は行事日程の再編を行い、幼児の成長や変容を改めて検証する機会となりました。例年２学期

に実施していたお遊戯会を３学期へ移行した結果、わずか２か月ほどの期間差ではありますが、幼児の

理解力、表現力、集中力の著しい向上が確認されました。発達段階に応じた適切な時期に行事を設定す

ることにより、幼児が主体的に参加し、成就感や満足感を得られる活動展開が可能となりました。 

また、運動会を室内、すなわち体育館で開催したことは、幼児の健康維持および安全管理の観点から、

極めて有効でした。 

小学校との連携については、具体的な交流の端緒をつかむことができました。今後は、この一歩を基

盤として、接続期の学びをより豊かにする幼小連携の在り方を模索してまいります。 

なお、個々の教員が研修で得た成果を組織全体に還元し、共有するための仕組みづくりは、今後の重

要な課題です。次年度も「幼児の主体性」を教育活動の核に据え、全教職員で保育の質の向上に努めて

まいります。 

  

５.今後の取り組むべき課題 

 課題 具体的な取り組み 

1 教育内容 

（保育の計画） 

 園の保育や行事が、園児の生活実態に即し、豊かな経験につながるよう、柔

軟に見直し、内容の適正化を推進する。 

 また、教職員が園内外の研修で修得した専門的知識や技能を全職員で共有

し、日々の保育に反映させる体制を強化していきたい。 

 さらに、「計画・実行・評価・改善」のプロセスを形骸化させることなく、保育の質

の向上を不断に図っていく 

2 

 

保育の在り方 

幼児への対応 

（保育者同士の協力・ 

連携） 

 全教職員が「チーム園」としての意識をより一層共有し、組織的な保育実践に

努める。 

個々の園児に関する情報共有を徹底し、特に配慮を要する指導については、教

職員間で協議を重ね、共通理解に基づく一貫した対応を図っていく。 

    

学校関係者の評価（令和７年度自己評価に基づく） 

〇学校関係者評価・意見 

 ※音楽指導面からのご意見 

１、教育環境について 

R7年度は、行事日程の調整や園務の効率化を試みたとの事、先生方が自己研鑽にあてる時間を

確保できピアノの練習も充実したのではないかと思います。 

 園長先生の、受容し、個性を認め、否定しないという温かい人柄は、すべての先生方の心の支えとな

っていると常々感じております。その安心感は、多様な子どもたちへの一貫した対応や、お互いに学



び合う先生方の良い人間関係に繋がっていると思います。 

２、音楽指導における本年度の様子 

    園児さんの歌唱において、「質を追求」は、成果が出てきているように思います。単なる唱和に留ま

らない、発生の基礎から整える「美しさ」へのアプローチは、子どもたちの情緒を育むだけでなく、「本

物に触れる」という高い教育的価値があると思います。卒園式で披露された歌声の美しさをインスタ

グラムで見て感動しました。年少の時からの努力が実っていると思いました。 

    先生方の技術面においても、同じクラスの先輩が後輩に教えたり、曲の解釈や運指を具体的に伝

えたりしていることも聞いて、全体的に成長していることを感じています。一方で、手の大きさなどの

身体的特徴に応じた変則的な運指の習得には、個別の配慮と更なる工夫が必要であると感じてい

ます。 

音楽教育は、効率化やマニュアル化が通用しない「奥深い学び」であり、今後も先生方の感性と技

術の両面を磨くよう指導してまいります。 

３、次年度の目標 

    取り組んだ曲を、1 年後に最初から練習し直すのではなく、次年度に「即戦力」として弾けるレベル

までやり遂げておくこと、また継続的な課題である正確な運指やペダルの使い方の習得を目標にし

ていきます。 

    子どもたちが、先生方の表情豊かな歌声と的確な伴奏に導かれ、より豊かな美しい歌声を引き出

せるよう今後も指導にあたります。 

 

※役員会からのご意見 

    行事日程の見直しや運動会の室内開催、小学校との交流会など、子どもたちの安全や成長を第

一に考え、より良い保育へとつなげていこうとされている姿勢や、「子どもたちが主体的に楽しめる行

事」を第一に考えて下さっている所に、子どもたちへの温かい思いと愛情を感じられ、ありがたさと心

強さを感じています。 

運動会の体育館での開催は天候に左右されず、暑さ対策、安全面への配慮という点では、とても

良かったと思います。一方で屋外ならではの開放感や運動会らしい迫力に欠け、写真・動画の撮影

しづらさも感じられました。また、開催時期が遅くなったことで、運動会、お遊戯会の時期が感染症の

流行と重なる場面もあり、十分に練習ができない状況もあったように感じました。今後も、その年の

状況に応じて柔軟に日程調整を検討していただけると嬉しいです。 

園からの手紙類をメール配信されるようになり、連絡アプリでいつでもすぐ確認できるのはとても

便利で助かります。また、SNSでの発信に積極的に取り組まれていて、山のくらしや日々の園生活な

ど、保護者が普段見る事のできない園での子どもたちの様子を知ることができ、楽しみにしている保

護者も多く、今後も防犯面へ配慮しながら、SNS を活用した発信を続けていただけると嬉しく思いま

す。 

小学校との交流活動は、子どもたちが喜んで参加することができ、小学校就学への期待がより大

きくなったように感じられました。今後も小学校との連携に力を入れていただき、子どもたちが安心し

てスムーズに就学へ進めるような土台づくりを期待しています。                      

また、以前行われていた庄内緑地でのクラス懇談会のような屋外活動が減ってしまったことは、子

どもたちの安全が第一であることは、十分理解していますが、少し寂しく感じています。 

今後も試行錯誤を重ねながら、活動の幅を狭めることなく、子どもたちが様々な経験のできる保育

活動を期待します。 

先生方が研修を受けて専門性の向上に努め、保育の質の向上に努めて下さっていることで、園全



体の雰囲気の良さを感じられるのだと思います。 

保護者会としても、楽しい行事が出来る様、精一杯努力してまいります。これからも、子どもたち一

人ひとりに寄り添いながら、安心して成長できる環境づくりをよろしくお願いいたします。 

 

〇学校関係者評価者 

元名古屋文化学園保育専門学校教員 

園内研修（ピアノ・幼児音楽担当） 

加藤 洋子様 

 

前保護者会会長   

奥田 菜月様 

 

現保護者会会長   

大嶋 藍様 

 

 


